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３
月　

日
、
前
町
長
の
楯
大

２７

亮
さ
ん
（
幾
寅
・　

歳
）
の
名

７９

誉
町
民
顕
彰
式
が
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

名
誉
町
民
の
称
号
は
、
条
例

に
基
づ
き
町
政
発
展
の
た
め
特

に
貢
献
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
、
昨
年　

月
に
開
催
さ

１１

れ
た
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、

町
長
が
推
薦
し
議
決
さ
れ
ま
し

た
。名

誉
町
民
は
、
寺
西
武
雄
さ

ん
、
舘
内
猛
さ
ん
、
新
田
義
男

さ
ん
に
次
い
で
、
４
人
目
と
な

り
ま
す
。

楯
さ
ん
は
、
昭
和　

年　

月

２０

１０

に
南
富
良
野
村
に
奉
職

以
来　

年
余
り
、
教
育

２６

長
、
民
生
課
長
を
歴
任

し
地
方
自
治
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
、
更
に
、
昭

和　

年
４
月
に
町
長
に

４７
初
当
選
以
来
、
平
成　
１２

年
４
月
ま
で
の
７
期　
２８

年
の
永
き
に
わ
た
り
在

職
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
中
心
的
指

導
者
と
し
て
町
政
の
推

進
に
邁
進
さ
れ
、
財
政

の
健
全
化
を
は
じ
め
、

巡
回
窓
口
車
「
や
ま
び

こ
号
」
の
運
行
、
富
良

野
地
区
消
防
組
合
の
設

立
、
テ
レ
ビ
中
継
局
の
開
局
、

町
内
循
環
バ
ス
の
運
行
、
国
体

カ
ヌ
ー
競
技
の
誘
致
、
開
基
百

年
記
念
式
典
、
振
興
公
社
の
設

立
、
沖
縄
県
本
部
町
と
の
「
友

好
の
町
」
盟
約
調
印
な
ど
、
公

共
事
業
の
推
進
と
住
民
福
祉
の

向
上
の
た
め
、
幅
広
い
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
答
え
な
が
ら
堅
実
に

町
政
の
推
進
を
果
た
さ
れ
、
今

日
の
南
富
良
野
町
の
基
盤
を
築

か
れ
る
な
ど
、
多
大
な
功
績
を

残
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
在
任
中
に
は
北
海
道

市
町
村
林
野
振
興
対
策
協
議
会

会
長
や
全
国
山
村
振
興
連
盟
副

会
長
な
ど
数
多
く
の
要
職
に
も

就
き
、
全
国
の
農
山
村
振
興
に

も
そ
の
手
腕
を
振
る
わ
れ
、
平

成　

年
４
月　

日
に
は
、
永
年

１３

２９

に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
発

展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
の

栄
誉
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
挙
行
さ
れ
た
顕
彰
式

で
は
、
池
部
町
長
の
先
導
で
楯

さ
ん
ご
夫
妻
が
入
場
さ
れ
、
参

列
者
全
員
で
町
民
憲
章
を
朗
読

し
、
楯
さ
ん
の
経
歴
と
功
績
が

紹
介
さ
れ
た
後
、
町
長
か
ら
名

誉
町
民
章
と
彰
記
な
ど
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

お
ご
そ
か
に
式
が
進
め
ら
れ

る
中
、
池
部
町
長
の
式
辞
、
新

田
町
議
会
議
長
の
祝
辞
の
後
、

楯
さ
ん
か
ら
謝

辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
た
１
５
９
名
の
関

係
者
か
ら
は
、
受
章
に
喜
ぶ
楯

さ
ん
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
功
績

を
た
た
え
て
祝
福
の
拍
手
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

楯
大
亮
さ
ん　

名
誉
町
民
顕
彰
式

町
長
在
職
７
期　

年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い　
町
政
に
対
す
る
功
績
を
た
た
え
る

２８


